
 

 

 

十一条 鶴見様  太田様  藤原様  岡崎様 
西本様  正来様  田丸様  塚田様 
寺澤（美）様  町田様  新谷様  北市様 
堀山様  宮本（仁）様  田村様  安井様 
室川様  小山（麻）様  関戸様  三森様 
上出様  舟津様 
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● 「堕落人間が復活によって、神の主管をう

けるようになれば、必然的に、その心霊に変

化を起こすようになるのである。このような

心霊の変化によって、人間の肉身もサタンの

住まいから神の宮へと、事実上聖化されてい

くのである。」            （原理講論 ｐ215） 

 

● 「地上の肉身生活において、完成されずに

他界した霊人たちが復活するためには、地上

に再臨して自分たちが地上の肉身生活で完

成されなかったその使命部分を、肉身生活を

している地上の聖徒たちに協助することによ

って、地上人たちの肉身の身代わりに活用し、

それを通して成し遂げるのである。」 

アージュ！              （原理講論 ｐ225） 
 

復活論を中心とした生きる喜び！ 
 

 

● 「復活は人間が堕落によってもたらされた

死、すなわちサタンの主管圏内に落ちた立場

から、復帰摂理によって神の直接主管圏内に

復帰されていく、その過程的な現象を意味す

るのである。したがって、罪を悔い改めて、昨

日の自分より今日の自分が少しでも善に変わ

るとすれば、我々はそれだけ復活したことに

なる。」                 （原理講論 ｐ213） 

 

● 「善悪の実を取って食べた日には、きっと

死ぬであろうと言われた神のみ言どおりに、

善悪の実を取って食べて堕落したアダムとエ

バが、死んだのは事実であった。しかし、彼ら

には、外見的には何らの異変も起らなかった

のである。変わったことがあるとすれば、不安

と恐怖によって、瞬間的に彼らの顔色が変わ

る程度であっただろう。ゆえに、堕落した人間

が善悪の実を取って食べた以前の人間に復

活するとしても、その外形上に何らの変化も

起らない。」             （原理講論 ｐ214） 

 

 

 

 

 

 


